
年間授業計画

高等学校 令和５年度（２年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 年次 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

C　代謝
【知識及び技能】
・代謝に関わる物質について理解す
る。
・呼吸と発酵の共通点・相違点を理
解する。
・光合成の仕組みと、生物種によっ
て行う光合成の相違点を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・実験結果から呼吸の仕組みについ
て考察する。
・実験結果から光合成の仕組みを考
察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・身の回りの自然現象や社会生活と
関連付けながら学習内容を主体的に
学ぶ。

○ 10

【 知　識　及　び　技　能 】

12○ ○○

第１回定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

生物

態

理科 生物

（A組：　季高　） （B組：　季高　） （C組：　季高　） （D組：　季高　）

理科 生物 2

B　細胞と分子
【知識及び技能】
・細胞を組成する物質の特徴を理解
する。
・酵素の反応速度について理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・酵素の機能について反応速度のグ
ラフから説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・生命に必要な物質や酵素について
日常生活や社会で活用される場面を
主体的に調べ、関連性を見出す。

【知識・技能】
・細胞を組成する物質の特徴を理解できる。
・酵素の特徴について説明できる。

【思考・判断・表現】
・データから酵素の反応のしくみについて見
出し、説明できる。
・酵素の反応速度について、グラフや数式を
用いて説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・様々な生物や生命現象をミクロな視点で考
えることができる。

（E組：　季高　） （F組：　季高　）

生物や生命現象に主体的に関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し自然環境の保全に寄与する態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物や生命現象について理解する。とともに、科
学的に探究するために必要な観察や実験などに関
する基本的な技能を身に付ける。

「探究の過程」に即して観察や実験などを行い、科学
的に探究した結果を他者に適切に表現する力を養う。

理科

観察や実験などを行い、科学的に探究した結果を他者に適切に表現する力を養う。

上水

・指導事項
代謝
呼吸と発酵
光合成

・教材
数研出版『生物』
数研出版『フォトサイエンス　生
物図録』
光学顕微鏡及びミクロメーター

・一人１台端末の活用
実験結果の撮影
実験結果のデータ処理

【知識・技能】
・代謝に関わる物質を理解できる。
・代謝に関する実験や観察方法を知ってお
り、実践できる。

【思考・判断・表現】
・代謝に関する実験や観察結果を分析し、結
果をまとめて報告することができる。
・代謝に関する課題に取り組み、自分なりの
考えをまとめて発表することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・日常生活と学習内容との関連性を見出し、
自ら新しい技術や研究について学ぶ。

○ ○

・指導事項
生体物質と細胞
タンパク質の構造と性質
酵素のはたらき

・教材
数研出版『生物』
数研出版『フォトサイエンス　生
物図録』
光学顕微鏡及びミクロメーター

・一人１台端末の活用
実験結果の撮影
実験結果のデータ処理

知 思

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとする態度を養
う。

数研出版『生物』、数研出版『フォトサイエンス　生物図録』

前
期

A 生物の進化
【知識及び技能】
・原始地球の環境と生物が誕生・進
化した仕組みについて理解する。
・進化の仕組みについて、遺伝子と
関連付けて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・化石や地層などと関連づけて環境
や生物群を推定することができる。
・減数分裂の仕組みから遺伝的多様
性が保たれることを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・進化について見通しをもって学び
に取り組み、遺伝的多様性の重要性
を見出す。

・指導事項
生命の起源の生物の進化
遺伝子の変化と多様性
遺伝子の組み合わせの変化
進化の仕組み
生物の系統と進化
人類の系統と進化

・教材
数研出版『生物』
数研出版『フォトサイエンス　生
物図録』
光学顕微鏡及びミクロメーター

・一人１台端末の活用
実験結果の撮影
実験結果のデータ処理

【知識・技能】
・生物の進化の過程について理解できる。
・生物の進化を遺伝子と関連付けて理解でき
る。
・人類の特徴と進化の過程を理解できる。

【思考・判断・表現】
・進化の仕組みについて説明できる。
・資料から人類の特徴を見出すことができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・進化と遺伝的多様性を関連付けながら学
び、生物学について見通しをもつ。

第２回定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるよ
うにする。

◯ 1◯



配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 態知 思

合計

78

後
期

第４回定期考査 ◯ ◯ 1
F 動物の行動
【知識及び技能】
・動物が刺激を受容し、それに対して
反応する仕組みについて理解する。
・動物の生得的行動と習得的行動の違
いについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・実験データなどを読み取り、受容器
や効果器、神経系の知識と関連づけて
動物の行動を説明する。

【学びに向かう力、人間性等】
・学習内容と日常生活とのつながりを
見出しながら、社会に活用されている
ことを実感する。

・指導事項
動物の行動
生得的行動と習得的行動
慣れと鋭敏化
古典的条件づけ

・教材
数研出版『生物』
数研出版『フォトサイエンス　生物図
録』
光学顕微鏡及びミクロメーター

・一人１台端末の活用
実験結果の撮影
実験結果のデータ処理

【知識・技能】
・動物の行動に関する知識を正確に理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・動物の行動について、実験データを解釈し、結
果を適切にグラフや図表で表現できる。
・動物の行動に関する論文や研究報告を読み、考
察を行い、論理的かつ明確な意見を述べることが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・動物の行動に関する情報収集を行い、学習の幅
を広げることができている。

○ ○ ○ 10

第５回定期考査

◯
E　動物の反応と行動
【知識及び技能】
・動物が刺激を受容する仕組みにつ
いて理解する。
・動物の行動と神経系との関係性を
理解し、実験する。

【思考力、判断力、表現力等】
・得られたデータから神経系の仕組
みについて説明する。
・動物の行動について適切に実験を
行うとともに実験結果から仮説を導
く。

【学びに向かう力、人間性等】
・動物などに共通する情報伝達メカ
ニズムを実感するとともに生物の共
通性や多様性を自ら見出す。

・指導事項
神経系とニューロン
刺激の受容
中枢神経系の構造と機能
刺激への応答
動物の行動

・教材
数研出版『生物』
数研出版『フォトサイエンス　生
物図録』
光学顕微鏡及びミクロメーター

・一人１台端末の活用
実験結果の撮影
実験結果のデータ処理

【知識・技能】
動物の行動に関する基礎的な知識を理解できる。
・実験の目的や方法を理解し、適切に実験を行
い、結果を分析できる。

【思考・判断・表現】
・実験結果を元に、動物の行動について仮説を立
て、考察し、議論を展開することができる。
・動物の行動について実験計画を立てることがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・様々な情報源から情報を収集し、整理して自分
なりに考えることができる。 ○ ○

前
期

8

第３回定期考査

D　遺伝情報の発現と発生
【知識及び技能】
・DNAの構造とその複製の仕組みを
理解する。
・発生段階と遺伝子の発現調節の関
係について理解する。
・バイオテクノロジーの原理を理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・実験結果をもとに、DNAの複製の
仕組みを推察し説明する。
・発生に関わる遺伝子の発現に関す
る資料を読み取り、説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・バイオテクノロジーが社会で活用
されることを主体的に調べ、生物学
の有用性を実感する。

・指導事項
DNAの構造と複製
遺伝情報の発現
発現の調節
発生
バイオテクノロジー

・教材
数研出版『生物』
数研出版『フォトサイエンス　生
物図録』
光学顕微鏡及びミクロメーター

・一人１台端末の活用
実験結果の撮影
実験結果のデータ処理

【知識・技能】
・遺伝情報の伝達や変異に関する基本的なメ
カニズムを理解する。
・発生過程における細胞分化や形態形成に関
する知識を習得している。
・遺伝情報や発生過程に関する研究や技術に
ついて知っている。

【思考・判断・表現】
・遺伝情報の実験結果を分析し、結果をまと
めて発表することができる。
・遺伝情報や発生過程に関する課題に取り組
み、自分なりの考えをまとめて発表すること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の理解度や課題を把握し、必要な場合
は質問や新たな学習を行うことができる。
・自分自身で学習の成果を評価し、日常生活
や社会活動にどのように繋げられるか考えら
れることができる。

○ ○ ○ 15

◯ 1

12○

◯ ◯ 1
G 植物の環境応答
【知識及び技能】
・植物が環境の変化を感知し、それに
応答する仕組みについて理解する。
・植物ではたらくホルモンについて理
解する。
・植物の発生の仕組みについて動物と
比較しながら理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・実験データなどを読み取り、植物の
環境応答の仕組みを知識と関連づけて
説明する。

【学びに向かう力、人間性等】
・現代技術と植物の生命活動とのつな
がりを自ら調べ、学習内容が社会に活
用されていることを実感する。

・指導事項
植物の環境応答
植物ホルモン
植物の発生

・教材
数研出版『生物』
数研出版『フォトサイエンス　生物図
録』
光学顕微鏡及びミクロメーター

・一人１台端末の活用
実験結果の撮影
実験結果のデータ処理

【知識・技能】
・植物の環境応答に関する知識を正確に理解して
いる。

【思考・判断・表現】
・植物の環境応答について、実験データを解釈
し、結果を適切にグラフや図表で表現できる。
・植物の環境応答に関する論文や研究報告を読
み、考察を行い、論理的かつ明確な意見を述べる
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・植物の環境応答に関する情報収集を行い、学習
の幅を広げることができている。


